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１．はじめに
福岡で活動する女性のキャリアを地域の社会貢

献に活かす男女共同参画人材育成事業が、1998 年
６月から翌年３月まで総理府（現内閣府）事業と
して開催された。当時のメンバーとして 20 名の仲
間と学んだことがきっかけとなり、2000 年４月か
ら天神北の街路花壇 58㎡を、市民花壇として福岡
市から借り受けることから、フラワーアップ活動
はスタートしている。天神北のスポーツクラブオ
ーナービルの環境演出を任されていた仕事の延長
線に、ビル前の花壇が荒れていたことがフラワー
アップ誕生の発端となっている。

活動を始めるに前にいくつかの課題解決が行わ
れた。

水やりの水提供や、みんなが活動時に集まる集
会所、道具資材のバックヤード、トイレ、活動後
の昼食場所など、活動をスムーズに続けるために
解決しなければいけない大切なことが多くあった
が、花壇前のビルオーナーの支援は大きな力とな
っている。夏には市民花壇にケナフや向日葵（ひ
まわり）の見事な花が咲き、やがて道行く人の目
に止まり、ご近所さんが夏休みに水やりを手伝う

ようになり子どもたちも参加する、地域の老人会
の取組みに育ち、フラワーアップ活動が小さなコ
ミュニティを育み、花育てが人の心を繋ぐ初めの
一歩となった。

２．活動の経過と報告
２．１．第１ステップ

（1）1999 年９月　福岡市と市民花壇借り受けの相
談を行う。場所：天神北交差点スポーツクラブ前。
路花壇４カ所 58㎡の環境美化。（相談時は 160㎡）

（2）2000 年４月１日～ 2001 年３月 31 日までの１
年間の植栽計画とスケジュールを提出し福岡市と
市民団体との更新形式の借用契約書を交わす。活
動経費は中央区地域振興課の活動支援を受ける。

（年間 60 万～ 70 万円：３年間限り）
（3）市民団体名：フラワーアップネットワーク（女
性３名、男性３名　計６名の有志で結成）
①活動名：フラワーアップふくおか 2000
②活動団体：フラワーアップネットワーク
③活動目的：市民有志が公共空間である街路花壇
を市民花壇として福岡市から借り受け、自ら緑化
活動を行うことで、福岡の環境美化に貢献する。

「花のまちづくり」と校区毎フラワーアップ戦略
― 福岡を花で美しく元気にするサポーターを育て、次世代へ繋ぐ ―

木村  三重子　Mieko KIMURA

環境演出家®
ＮＰＯ法人環境緑化を考える会理事長

要旨：九州新幹線全線開通、JR 博多シティ開業、天神都心部再生など、都心部の景観、風景づくりの再整備が進めら
れている。2011 年の福博花しるべ事業で、都心部花回遊の理想景を垣間見た市民や来訪者には花風景が好評、継続へ
の期待が多く寄せられた。福岡の都心部花風景づくりを官民共働で行う仕組みや「花のまちづくり」が継続する道筋
づくりを、福岡で実践する草の根 NPO､ 団体､ 福岡市､（財）福岡アジア都市研究所（URC）「花のまちづくり研究会」
が一緒になって推進する ｢福博花のまちづくり」都心部花回遊の将来像を考察する。

■キーワード：校区、子ども、花文化、NPO、暮し働き、共働
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められているもの。
６）SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）とは、

人と人とのつながりを促進・サポートする、社会的ネッ
トワークをインターネット上で構築するサービスのこ
と。フェイスブック（Facebook）やミクシィ（mixi）
が有名。ミニブログサービスのツイッター（Twitter）
も広い意味での SNS とされることがある。
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写真２　伊藤滋先生の児童への講話風景

写真３　外向き花壇づくりの様子

２．３．第３ステップ

 「アイランド花どんたく」はアイランド中央公園
で 2005 年９月８日～ 11 月 20 日まで 76 日間開催。
115 万人の人出で賑わう市民参加緑化イベントとな
った。ここでは緑化関係者、企業、専門家の緑化
推進事業のお披露目の場としても多くの洗錬され
た展示や研究発表があった。「博多からアジアへ」
と期間中のプログラムで多くの専門情報も発信さ
れた。

福岡市では都市緑化推進のマスコットキャラク
ターをグリッピと名付け、花と緑の妖精としてデ
ビューさせる。子どもから大人まで大人気で、現
在も緑化行事には欠かせない人気者である。緑化
活動を市民活動として都市緑化推進の担い手とな
るボランティア育成の事業も多く実施されており、
緑化フェアの大きな力となっていた。会期中には会

場で活躍する多くのボランティアスタッフの方々
が公園中の花壇管理を担いフェア終了後は、地域
の花づくりボランティアとして現在も多くの方々
が活躍されている。

　

写真４　緑花なんでも相談コーナーで活躍の様子

また市民参加型のイベントを手作りで行い、平
日に多くのステージイベントも数多く開催された。
市民フォーラム・環境緑化シンポジウムを有志で
企画運営。フラワーアップ活動の成果と美しいま
ちづくりとして校区毎に活動する意義を発信する
機会となった。市民、企業、専門家、行政が其々
の立場で花と緑のまちづくりの関わり方を話し合
い、共に関わる大切さを確認し合うステージとな
った。

　　　

写真５　市民フォーラム・案内チラシ

90 「花のまちづくり」と校区毎フラワーアップ戦略

仲間づくりと都心部環境作りの一助を担う目的。
④活動場所：福岡市中央区天神４丁目　天神北交
差点前街路花壇４カ所 58㎡
⑤活動日：毎月第２、第４土曜日 10：00 ～ 12：00
⑥キャッチフレーズ：フラワーアップふくおか～
おでかけガーデニング in 天神～
あなたもお出かけガーデナーになりませんか？
⑦呼びかけはメンバーの知り合いを通じて毎回誘
う。中央郵便局、周辺企業への案内チラシの配布、
掲示、フリーペーパーでの告知などで参加を募る。
フラワーアップメンバーは植栽計画、購入、苗の
準備、花壇整備、段取り、活動指導、雨天時対策等、
活動企画運営全体を担い、都心部での花植えをお
出かけガーデニングとして参加者に楽しんでもら
う仕掛けを作っている。１回の参加者は 10 名近く
集まり、福岡市内はもとより、遠くは古賀市、春
日市、小郡市からの参加もあり、次第に定着して
いった。フラワーアップは、老若男女問わず誰と
でも何時でも何処でも、楽しみや大変を共に共有
できる活動であり、意識付けや目に見える効果を
花が美しく咲くことで実感できる草の根活動であ
る。
初年度の参加者は延べ 360 名、活動 24 回、維持
管理作業従事者１名、実動 320 日であった。活動
経費は 68 万円（中央区地域振興課）活動経費は花
壇整備費実費（年間４回植栽費）。参加者お茶代、
セミナー開催費、報告書作成費、通信費、活動交
通費等に使用。
２．２．第２ステップ

2000 年４月から有志で始めたフラワーアップ活
動は、３年目 2002 年に活動の場を天神北の街路花
壇整備から、大名小学校の校庭へと活動の場を移
した。街路花壇づくりを一緒に行った大名校区老
人会のメンバーと児童が主役。花を学校で児童と
共に育てる世代間交流を目的として、中央区の地
域支援を受けた。私たちは事務局や企画運営など、
専門家として活動サポートを担った。

写真１　全校児童 120 名と一緒に花壇づくり

2004 年、2005 年は全国都市再モデル事業の福岡
事例としてフラワーアップ活動が全国に注目され
たことから、「美しいまちづくりふくおか」事業へ
と繋がった。会場となった大名小学校は福岡都心
部の繁華街にあり、深夜まで多くの人通りで賑わ
う一方、道路のゴミやタバコのポイ捨て、放置自
転車などが多く「美しくない」と指摘されている。
そこに美しい花壇をつくることで、まちも人々の
気持ちも美しくなることが期待された。都市緑化
ふくおかフェアへ連動させる企画でもあった。花
壇作りに先立っては、NPO法人日本都市計画家協
会伊藤滋会長が、全校児童と PTA関係者やフラワ
ーアップメンバーに「まちを美しく元気にしよう」
というテーマで講演を行った。
同日、講演後「フラワーアップ＋美しいまちづ

くり」の実践活動として、小学校の通りに面した
接道花壇づくりを「美しいまちづくりふくおか」
の実践として全校児童が行った。地域の方々や校
区の大人たちはサポーターとして子供達を見守っ
た。
こうして、フラワーアップふくおか活動は小学

校校区単位で ｢子どもから大人へ」｢学校から地域
へ」と人の笑顔が紡ぎ出す「花壇づくりや見守り」
が人もまちも元気にする「美しいまちづくり」へ
展開した。
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図３　 美しく元気なまちに必要な３大要素
（図１～３ 出典 : 美しいまちづくりガイドライン）

３．まとめ
2011 年３月 11 日 14 時 46 秒、東日本大震災発生。

未曾有の大震災を受け、日常をなくし、暮しが根
底から崩れた。震災被害復興が叫ばれる今、私た
ちに出来ることは何かを出し合い、行動を始めて
いる。
３．１．花の力で子どもたちの笑顔を取り戻すこと

笑顔の交流は「フラワーアップスクール：宮城と
福岡の花とも交流」として動き出している。2011
年５月にエールメッセージと共に向日葵の種を 10
校の小学校で児童達が植え育てた。夏に見事な花
が咲き、秋に収穫。2012 年５月に宮城県の４カ所
の学校や仮設住宅、保育園、病院、商店街へと届
ける。福岡と宮城の子供達が同じ季節の花を育て
合う花とも交流。日々の暮しにもう一度、花のあ
る風景をみんなで取り戻したい願いが込められて
いる。一過性ではなく、児童の成長に合わせた継
続活動として「花と子供が主役」となり、宮城と
福岡の子どもたちの活動を通じた復興まちづくり
での継続プログラムの組立てを検討している。

　　　 
写真８　花とも交流：児童達のエールメッセージ

　
「美しいまちづくり」「美しい花のある風景づくり」
が地域づくりに繋がり、都心部緑花が環境や景観
づくりに不可欠な都市デザインとなる。校区毎の
まちの良さを生かして「花の演出」が小さな仕事
になる道筋づくりを検討し、市民事業での花文化
推進が、まちや暮しのブランド化に繋がるのでは
と考えている。

図４　 都心部回遊ルート上で花巡りを検討
出典 : URC「花のまちづくり“福岡”」

　
九州新幹線全線開通記念イベントとして博多天

神間の通りや公園に 10 万本のチューリップを咲か
せる福博花しるべ 2011「花のおもてなし」ロード
は市民参加で彩りを添えた。

来訪者にも大いに楽しんで貰った。市民は花の
まちづくりの理想景を身近に見て喜んだ。

1 年限りの記念イベントだったが、市民にも来訪

92 「花のまちづくり」と校区毎フラワーアップ戦略

写真６　市民企画：公開シンポジウムの様子

写真７　次第に人が増え立見が出る好評ぶり

このシンポジウムがきっかけとなり、「環境緑化
を考える会」を 2006 年２月に設立。フラワーアッ
プふくおかを校区緑化推進の実践活動として福岡
市内の小学校で始めている。
児童が自ら通りに花を植え世話をし見守る、地
域や大人たちはサポーターとして関わる。「花と子
どもたちの笑顔の連鎖」が「校区中に元気の連鎖
を生み、子どもから大人への笑顔の循環」で暮し
の元気を花の力を借りて行っている。
都心部の花風景づくりから発信する花のまちづ
くりへ繋がる可能性は高い。2010 年、2011 年の活
動は 7 校に増え長年の活動は少しずつ広がってい
る。フラワーアップスクール＆福博花しるべ事業
とのコラボレーションは、10 年前に天神北の街路
花壇から始まった小さな活動。それが 10 年後には
小学校からまちの通りや公園につながる花のまち
づくりになった。「花と子どもが主役」「大人たち

はサポーター」として笑顔の連鎖を都心部の「こ
ころの風景づくり」に活かせないかと考える。
フラワーアップ戦略とは、小学校区を美しいま

ちづくりコアとし、花や緑を児童が自ら育て見守
る活動を通じ、ポイ捨てゴミやいじめをなくし、
安全安心で元気なまちにする事をフラワーアップ
戦略として、学校、地域、企業、NPO、行政が一
緒にサポートする暮しの風景づくりである。

　

図１　 まちを美しく元気にする拠点創造（校区）

図２　それぞれの校区にあるブランド探しと磨き上げ
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図３　 美しく元気なまちに必要な３大要素
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し働きなど、生産性を高めることとブランド性の
活用による、地域発の「花のあるまちづくり」戦
略として提案したい。

４．２．地域に息づく花文化から手仕事を創る

花壇活動は老若男女問わず誰でも参加できるこ
とからボランティア型が多く、無償の働きが現状
である。有志市民の無償の働きと精神の素晴らし
さを横に置き、持続性、生産性のある地域づくり
として、花と緑を活用し「地域の美しさと元気づ
くり」を若者の仕事場づくりとして捉えるべきだ
ろう。そして、地域に息づく ｢花文化｣ や ｢もて
なしの心｣ を見つけ出し、その環境をより良く演
出するスキルが求められ、新しい暮し働きや手仕
事となり、地域の力となって輝きを増す。

（1）試行方法・試行内容
①地域づくりのコアを小学校校区とする。
②校区コモンズ「花の駅：仮称」の従事者育成
③職業訓練の場として「花の駅：仮称」の設立
④コア「花の駅：仮称」とサテライト「校区花の駅」
⑤継続事業拠点づくりと体制づくりで校区情報

　　受発信
（2）内容

①「花の駅：仮称」を開設し事業展開スキーム
　　を提示

②職業訓練はプログラム研修と現場就業体験で
　　実施。

③「新しい公共」・「校区コモンズ」づくりに合
　　わせたタスクホースの確立、役割分担と数値
　　化、手仕事創出

④まちの様子と花マップ　過去、現在、未来、（基
　　礎力）

⑤校区データによる特色とコモンズまちづくり
　　試行

まちを花や緑で美しくデザインして景観を良く
し、住民参加イベントや、通りの賑わいづくりで
｢まちを元気にする住民主導のまちの営みづくり｣
をブランド化することで経済性を生み、持続性を
維持する仕組みが必要である。「花をメディアとし

た地域活性を若者の仕事として都心部の花風景づ
くりから発信する花文化観光推進に活かしたい。

参考資料：
｢花のまちづくり“福岡”｣（（財）福岡アジア都市研究所、2011 年 3 月）
｢地域活性学会第 3 回研究大会｣ 論文集 大会テーマ「地域再生への道
―3.11 大震災後の地域づくり」（地域活性学会、2011 年 7 月）

「自然に抱かれたくらしと地域ブランド」（都市開発研究所、2011 年 5 月）

94 「花のまちづくり」と校区毎フラワーアップ戦略

者にも好評で今年も開催が望まれて、福博花しる
べ 2012 が「花のまちづくり福岡」の春を彩る花回
遊への芽吹きがある。

写真９　URC 都市セミナー「花のまちづくりシンポジウム」
2011 年 10 月 29 日

３．２．若者たちへ送り継ぐ仕掛けと ｢花のまちづ

　　　  くり｣ が校区毎の元気づくりになるには

NPO で活動する前から、花のまちづくりを地域
活性化に活かす地域コーディネートや園芸療法、
環境演出など農業振興での花卉流通など、花に関
わる仕事を他地域でいくつか受け持っていた。そ
こで感じたのは、実践に落し込むつなぎ方が行政
施策には少ないということ。調査・研究の結果か
ら実施計画へと繋いでいく社会実験や試行への施
策が少ない。官民共働で日常の実践へと育てる落
し込みまで育てられればと思う。

花のまちづくりや花風景づくりが地域の活性化
や人の繋がりとなれば、心地よい地域コミュニテ
ィへの推進役を担えるだろう。NPO やボランティ
ア、地域住民だけでは美しいまちづくりを仕事に
する若者は育たない。どうしたら若者が自分の生
まれ育った町、働く地域で緑花を経済媒体として
活用し、誇りをもって活躍することが出来るのだ
ろうか？地域を花や緑で美しく演出することで若
者の仕事が生まれる仕組みを考え、共働意識で研
究開発していく必要がある。

４．おわりに
４．１．福岡の現実と「花のあるまちづくり」戦略

　　　  提案

古来、福岡は植木の名産地、老舗的なブランド
性を持っている。花卉生産に関しては多くの日本
トップ、グランプリの受賞者も数多い。名立たる
生産者が多く活躍され、全国でも毎年１、２位を
競うほどのブランド県である。しかし、市民の花
消費率は全国ワースト５位という残念な落差が驚
くべき現実である。

表１　福岡市花卉生産ランキング（平成 21 年度）

出典：平成 20 年　生産農業所得統計 農林水産省

表２　 全国切花年間消費額ランキング（平成 19 年）

　　　　（４）都道府県庁所在都市別１世帯当たり年間購入額の推移
　　　　　　（農林漁家世帯を除く二人以上の世帯）

出典：総務省統計局「家計調査年報」P119

生産性を高め、消費量を増やすにはどうしたら
いいか。花の福岡ブランドを市民向けに多く啓発・
発信し、花流通と消費、生産者から消費者までの
情報や思いを繋げる花流通循環を「花のまちづく
り」に活かす仕組みが継続への課題となる。この
仕組みには若者の雇用や、子育て中ママさんの暮
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